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　連載開始の際のプロフィールに、ピアノの
YouTubeを見るのが楽しみと記したように、
将棋関係のものはほとんど見ることがない私
ですが、ピアノ鑑賞の熱は全くさめることな
く、先日はついに仕事全くゼロで、仙台・秋
保温泉「ホテル瑞鳳」のチャペルでのミニコ
ンサートまで、足を運びました。
　お気に入りの男性ピアニストの競演でもあ
り、数十人ほどの規模の観客はほとんどが女
性でした。連弾・ソロともただただ素晴らし
く、伺えて本当によかったです。
　会場ではグッズも販売していたのでここは
定跡通りに数点購入。正味二時間ほどでした
が、大満足で帰京しました。
　藤井聡太さんが彗星のごとく登場されてか
ら「観る将」（ご自身が指すことより、タイ
トル戦などの全体像を鑑賞して楽しむファ
ン、という定義でいいのかな？）の女性ファ
ンが急増されたことは広く知られています
が、時間と費用を使って全国各地にでかけら
れるのも、推し活の形なのだろうと、自分で
は考えておりました。今回まさかの「結果的
推し活」を行ってみて、皆さんの心情に近づ
いた気がしたものです。
　当初はCANACANAさんというママさん
ピアニストが入り口でした。今では大変な数
の登録者を擁する方ですが、自分は中期くら
いのファンと思われます。
　私が将棋を始めたきっかけは、小学生のと
きに習っていたクラシックギターの先生が、

教室帰りに将棋道場に自分を連れていってく
れたのが端緒となり、いつしか将棋漬けにな
っていた流れです。還暦を迎えピアノが琴線
に触れたのは不思議ですが、運命なんてわか
らないものだとしみじみ感じます。
　ネット将棋のHNもCANA2のれっきとした
ファンでしたが、盟友の森下卓九段の奥様は
プロの声楽家でいらっしゃり、思い立って森下
九段にお願いして事情を話し、CANACANA
さんの凄さを、差し障りのない範囲で教えて
もらえないでしょうか、と尋ねてみました。
　森下夫人は、ご自身が師事されていたピア
ノ専門の先生にもお話しをしてくれ、感想を
お伝えくださったのは次のような内容でした。
「どれも素晴らしく、ラ・カンパネラなど

超絶技巧。専門のクラシックピアニストに比
べ、右手中指の使い方に特徴がありますね。
それにしても、本当にうまいと感じました」
とありました。専門家同士の細やかな称賛か
ら、奥深い世界なのだなと改めて感銘を受け
た気がしました。
　ピアニストの清塚信也さんが子どもの頃、
かなりのレベルの時に壁に当たり、とことん
思い悩み「うまくなるための練習」ではなく

「これだけやって駄目だったら、と自分を諦
めさせるための練習」を重ねた話を以前聞い
たとき、D・ハルバースタムの『栄光と狂気』
という本の題名がとっさに思い浮かびまし
た。限界を突き抜けるとき、人はぎりぎりの
世界と紙一重にあるのかも知れません。
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ピアノから 
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